
八王子市検査事務要綱 

 

第１章 総 則  

 

（目的） 

第１条 この要綱は、八王子市契約事務規則（昭和 39年規則 9号。以下「規則」という。）

第５７条第３項の規定に基づき、八王子市が締結した請負、委託、貸借その他の契約に係

る検査の実施について、法令その他別に定めるもののほか必要な事項を定め、検査の円滑

かつ適正な執行を図ることを目的とする。 

 

（用語の定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めると

ころによる。 

（１）契約担当者  市長及び契約に関する事務の補助執行者をいう。 

（２）検査員  規則第５６条の２第２項の規定による検査員をいう。 

（３）課長  規則第２条第４号に規定する課長をいう。 

（４）検査課長  契約資産部検査課長をいう。 

 

（検査の種類） 

第３条  検査の種類は、次のとおりとする。 

（１）完了検査  工事又は製造の完成、物品の完納その他の給付の完了を確認するための

検査（一部しゅん工を含む） 

（２）既済部分検査又は既納部分検査  給付の完了前に代価の一部を支払う必要がある

場合において行う工事若しくは製造の既済部分又は物品の既納部分の確認をするため

の検査 

（３）中間検査  工事又は製造の完成、物品の完納その他の給付の完了前において行う機

能、性能又は仮組立状態その他の確認をするための検査 

（４）清算検査  契約を解除しようとする場合において行う既済部分又は既納部分の確

認をするための検査 

（５）部分使用検査  契約約款に基づき、発注者の特別な事情により、完成した一部分を

しゅん工検査前に使用する必要が生じたときに、代価の支払を伴わず、使用する部分の

履行の確認をするための検査 

２ 検査員は、前項の検査のほか、工事の適正な執行と品質を確保するために別に定めると

ころより、工事の施工途中において中間技術検査を実施するものとする。 

   



第２章  検査員 

 

（検査員の指定） 

第４条 規則第５６条の２第２項第３号のただし書きに規定するあらかじめ課長が指定す

る職員は、当該課の庶務を担当する主査とする。 

 

（検査員の服務）                     

第５条 検査員は、検査の実施に当たっては、この要綱に特別の定めがある場合を除き、地

方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の１５第２項及び規則その他の関

係規程に基づき、公正な立場で判断し、厳正にその職務を行わなければならない。 

２ 検査員は、適正な検査を実施するために必要な知識及び技術の修得に努めなければな

らない。 

３ 検査員は、職務の執行に当たって知り得た契約の相手方の業務上の秘密に属する事項

は、これを他に漏らしてはならない。 

 

（検査員の職務執行の回避申し出等） 

第６条 検査員は、検査の実施にあたり、検査の公正を妨げる事情があると認めるときは、

職務の執行を回避すべき旨を契約担当者又は検査課長に申し出なければならない。 

２ 契約担当者又は検査課長は、前項の申し出に係る事情を調査し、必要な措置を講じなけ

ればならない。 

 

 

第３章  検査の実施   

 

（検査の依頼） 

第７条 契約担当者は、規則第５６条の２第２項第１号に規定された者（以下「任命検査員」

という。）が行う検査（車両等に関する検査を除く。）については、検査課長に検査の依頼

をしなければならない。 

 

 （車両等の検査） 

第７条の２ 八王子市公用車管理規程（平成 19 年訓令第 21 号）第２条第２号に規定する

公用車（以下「車両等」という。）の購入及び修繕の検査については、契約金額にかかわ

らず、車両等を管理する課（以下「管理課」という。）の任命検査員が行う。ただし、管

理課に任命検査員がいない場合は、当該管理課から依頼を受けた契約資産部庁舎管理課

又はその他の管理課の任命検査員が行う。 

 



（検査に必要な書類の受理等） 

第８条 検査員は、規則第６０条に基づき、検査に必要な書類を受理するものとする。ただ

し､検査課長をおく場合は､検査課長が、必要な書類及び第７条に基づく当該検査依頼書

を受理し、検査員に交付するものとする。 

 

（検査の準備、調整） 

第９条 検査員は、前条の規定により関係書類を受理したときは、あらかじめそれらの書類

について内容を精査するとともに、検査の実施についての日程その他必要な調整を図ら

なければならない。 

 

（検査の時期） 

第１０条 契約担当者又は検査課長は、第３条第１項の各号のいずれかに該当し、検査の請

求があったときは、検査員に検査を行わせなければならない。 

 

（検査命令）                      

第１１条 検査課長は、第７条の規定により検査の依頼を受け、前条に該当したときは、検

査員に検査を命ずるものとする。 

２ 前項に定めるもの以外の検査については、契約担当者が検査員に検査を命ずる。ただし、

検査員が特定できるものについては検査命令を省略することができる。 

 

（検査実施の原則）            

第１２条 検査は、個別に実地で行うものとする。 

 

（検査の実施）          

第１３条 検査員は、八王子市が締結した請負、委託、貸借その他の契約についての給付の

確認（規則第５１条の３の規定に基づく部分払いに係る既済部分又は既納部分の確認を

含む）につき、契約書、設計図書その他の関係書類（当該関係書類に記載すべき事項を記

録した電磁的記録を含む）に基づき、これらに適合した施工や納品がなされているか検査

を実施しなければならない。 

 

（検査の一部省略）                    

第１４条 検査員は､規則第５８条の規定により、検査の一部を省略することができる。 

 

（検査員の検査担当区分）           

第１５条 検査員の検査担当区分は別に定める。 

 



（契約の相手方に対する立会い通知）           

第１６条 検査員は検査の実施にあたり、契約の相手方又はその代理人にあらかじめ検査

の日時及び場所を通知して立会いを求めなければならない。 

 

（関係職員に対する立会い通知）        

第１７条 検査員は検査の実施にあたり、関係する所管の課長に対しあらかじめ検査の日

時及び場所を通知して関係職員に立会いを求めなければならない。 

２ 前項の規定により検査に立ち会う関係職員の区分は次の各号に定める者とする。 

（１）工事、製造又は修繕の請負契約及び測量、設計等の委託契約に係る検査については、

当該契約の監督員又は工事等を執行する所管課長（以下「工事等担当課長」という。）

が指定する職員。 

（２）前号以外の契約に係る検査については、所管課の担当職員。 

 

（立会人の意見）                    

第１８条 前条の規定による検査に立ち会う関係職員（以下「立会人」という）は、検査に

ついて意見を述べることができる。 

２ 立会人は、検査について検査員と意見が一致しないとき又は疑義のあるときは、その事

情を契約担当者に報告しその指示を受けなければならない。 

 

（契約の相手方が立ち会わない場合の検査の実施） 

第１９条 第１６条の規定により契約の相手方又はその代理人に対し検査の立会いを求め

た場合において、検査に立ち会わないときは、欠席のまま検査を執行することができる。 

２ 前項の場合において、契約の相手方又はその代理人から検査の結果について異議の申

し出があっても、これを採用しないものとする。 

 

（資金前渡による契約の履行検査）             

第２０条 資金の前渡を受けて契約するときは、資金前渡を受けた者の属する課の職員に

検査をさせることができる。 

 

（外部から明視できない部分の検査）       

第２１条 検査員は、工事又は製造の目的物について外部から明視できない部分があると

きは、監督員の説明、写真その他の工事記録等により、当該部分の検査を行うことができ

る。 

 

（理化学試験） 

第２２条 検査員が検査をするにあたり理化学試験を必要とするときは、契約担当者の指



定する試験機関の検査を受けさせ、その成績の結果通知を待って合否の判定をしなけれ

ばならない。 

 

（試運転等） 

第２３条 検査員は検査を実施するにあたり、据付、試運転その他の処置を必要とするとき

は、その結果を待って合否の判定をしなければならない。 

 

（破壊又は分解検査） 

第２４条 検査員は検査を実施するにあたり､工事又は製造の性質上特に必要があると認

めるときは、契約担当者の承認を得て、工事の目的物の破壊又は分解の方法により検査を

行うことができる。 

 

（抽出検査） 

第２５条 検査員は、納入された物品が多量であるため、その全部を検査することが困難で

ある場合において、その種類および規格が同一であるときは、納入された物品の一部を抽

出して検査することにより､全部の物品の合否を判定することができる。 

 

（店頭検査） 

第２６条 検査員は、物品の買入れ契約に係る検査について、物品の納入場所が数か所以上

にわたり、又は遠隔地であるため納入場所において検査を行うことが困難な場合は、給付

の完了前に契約の相手方の店舗、営業所その他これらに類する場所においてこれを行う

ことができる。 

 

（検査執行不能等の報告） 

第２７条 検査員は、次の各号のいずれかに該当するときは、すみやかに契約担当者又は検

査課長にその事情を報告し、その指示を受けなければならない。 

（１）検査の執行ができないとき。 

（２）地方自治法施行令第１６７条の４第２項第１号及び第４号から第６号までに該当す

ると認めるとき。 

（３）その他検査の実施について疑義が生じたとき。 

 

（検査に事故を生じた場合における報告）     

第２８条 検査員は、次の各号のいずれかに該当するときは、すみやかに契約担当者又は検

査課長にその事情を報告しなければならない。また、契約担当者又は検査課長は当事者の

意見を聴取し、調整を図らなければならない。 

（１）同一の検査につき二人以上の検査員が存在する場合において、検査員相互の見解が一



致しないとき。 

（２）第１７条の規定により検査に立ち会う市の関係職員と意見が一致しないとき。 

 

 

第４章  検査の完了 

 

（検査の復命） 

第２９条 検査課長から検査命令を受けた検査員は、検査を完了したときは、すみやかに検

査復命書を作成し、その結果を検査課長に報告しなければならない。 

 

（検査の合否の決定） 

第３０条 前条の報告を受けた検査課長は、検査員と共同で当該検査の合否の決定を行う。 

 

（検査証等の作成） 

第３１条 検査課長又は検査員は、検査の合否の決定後、ただちに所定の事項を記入し検査

証を作成しなければならない。 

２ 前項により工事又は製造その他の請負契約の検査証を作成したときは、これを契約担

当者、契約の相手方及び工事等担当課長に報告する。 

３ 検査員は中間検査を完了したときは､すみやかに必要な事項について契約担当者又は

検査課長に報告しなければならない。 

 

（単価契約物品の検査） 

第３１条の２ 検査員は、単価契約物品が契約者から納品されたときは、次の各号に掲げる

点に留意して検査をするものとする。 

（１）検査に当たっては、｢納品書兼検収願書・検査証兼請求書」記載の事項と納入された

物品を照合して誤りのないことを確認して当該物品と「納品書兼検収願書・検査証兼請

求書」と合せて受領するものとする。 

（２）検査事務の執行に当たっては、公正な立場でこれを判断し、疑義が生じた場合には、

契約課に協議すること。 

（３）契約者が故意に数量を減じて納品した場合又は粗悪品を納品した場合等法令に反し

た事実があった場合は、速やかに契約課にこの旨を連絡すること。 

２ 契約者が当該物品を納品し、検査に合格したときは、検査員は「納品書兼検収願書・検

査証兼請求書」の検査結果欄に検査年月日及び検査員名を記入し、｢合格｣の旨記入のうえ

検査員が押印をし、立会人に押印を求めるものとする。 

 

 



（単価契約以外の物品の購入、印刷及び備品等の修繕の検査） 

第３１条の３ 単価契約以外の物品の購入、印刷及び備品等の修繕の検査は、前条に準じて

行う。ただし、規則第５６条の２第２項第１号に定める検査員が行う場合（車両等に関す

る検査を除く。）は、しゅん工（完了）届兼検査願書（５－１）から検査証兼請求書（５

－５）により検査を行う。 

 

（検査証等の作成を省略できる場合）         

第３２条 検査員は、第３１条第１項の規定にかかわらず、規則第４７条及び要綱第２０条

の規定による場合は、検査証の作成を省略することができる。 この場合は他の適当な方

法によりこれに代えなければならない。 

２ 検査の結果、その給付が当該契約の内容に適合しないものについては、適当な方法によ

って措置しなければならない。 

 

（手直し、引換え等） 

第３３条 検査課長又は検査員は､検査により､手直し､補強又は引換え（以下、「手直し等」

という。）をさせる必要があると認めるときは、履行期限までに完了する見込みがある場

合を除き、契約担当者の承認を得て１回に限り期限を定め､契約の相手方に手直し等をさ

せることができる。ただし､７日以内の期限を定めて手直し等をさせる場合は、契約担当

者の承認は要しないものとする。 

２ 検査員は前項ただし書きの規定により､７日以内の期限を定め手直し等をさせる場合

は、手直し指示書を交付する。又手直し等が完了したときは監督員から報告を受けるもの

とする。 

３ 検査員は第１項の規定により手直し等をさせ､再検査をするときは､検査復命書にその

期限及び内容を記載しなければならない。 

４ 検査員は前項により手直し等をさせたものについて再検査を行ったときは､そのもの

について新たに検査復命書を作成し､その期限､既済検査年月日及び検査内容を記載しな

ければならない。 

 

（引取り等の措置） 

第３４条 検査員は検査の結果不合格となったもの又は数量の過不足があるときは、契約

の相手方に引取り又は追納その他適当な措置をさせなければならない。 

 

（手直し等の後の検査） 

第３５条 手直し等をさせた給付の目的物の検査については、当該部分のみの検査により

合格又は不合格の判定をすることができる。 

 



（検査成績評定の実施） 

第３６条 検査員は工事請負契約に係る検査を完了したときは、八王子市工事成績評定取

扱要領に基づき検査成績の評定を行うものとする。 

２ 検査員は測量、設計等の委託契約に係る検査を完了したときは、八王子市測量・設計等

委託成績評定取扱要領に基づき検査成績の評定を行うものとする。 

 

（減価採用の場合における検査員の意見） 

第３７条 契約担当者が、物品の購入その他に係る契約で、検査の結果不合格となった物品

のうち､その不良の程度が軽微であり､かつ使用上支障がないと認められたものについて、

相当の価格を減額のうえ採用しようとするときは、検査員は契約担当者に意見を述べな

ければならない。 

 

（財務会計システムの処理） 

第３８条 検査員は､検査を完了したときは、検査結果を財務会計システムに入力しなけれ

ばならない。 

 

第５章  補 則 

 

（検査の技術的基準） 

第３９条 検査員が検査を行うにあたって必要な工事及び物品の技術的基準は東京都の定

める基準を準用する。 

２ 委託の検査基準は別に定める。 

 

    附 則 

１．この要綱は、平成１６年４月１日から施行する。 

２．この要綱は、平成１８年１１月１日から施行する。 

３．この要綱は、平成１９年７月１日から施行する。 

４．この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。 

５．この要綱は、平成２０年７月１日から施行する。 

６．この要綱は、平成２５年８月２６日から施行する。 

７．この要綱は、平成２８年１０月１日から施行する。 

８．この要綱は、令和 元年 ９月１日から施行する。 

９．この要綱は、令和 ３年 ４月１日から施行する。 


